
弥や
よ
い生　

第
６
８
５
号

黒
と
い
え
ば
、一
般
的

に
縁
起
の
悪
い
色
と
さ
れ
る
。
動
物
で
は
熊

に
烏
な
ど
今
日
避
け
ら
れ
る
物
が
多
い
▼
と

こ
ろ
が
、こ
れ
が
本
来
の
考
え
方
で
は
な
い
。

高
貴
な
色
の
究
極
が
黒
な
の
で
あ
る
。
公

家
や
神
職
の
装
束
、仏
教
の
僧
衣
、キ
リ
ス

ト
教
の
聖
職
者
の
服
に
至
る
ま
で
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
黒
は
至
高
の
色
と
さ
れ
る
▼「
熊

野
」の
地
名
は『
古
事
記
』に
よ
る
と
神
武

天
皇
が
熊
と
彼
の
地
で
出
会
う
事
に
由
来

す
る
。
そ
の
熊
は
、熊
野
の
山
の
荒
ぶ
る
神

で
あ
っ
た
。
引
続
き
八
咫
烏
が
大
和
ま
で
導

き
神
武
東
征
が
成
る
。
八
咫
烏
は
、太
陽
の

黒
点
を
象
徴
す
る
も
の
と
も
さ
れ
、
日
神

信
仰
に
つ
な
が
る
と
も
い
う
。黒
は
神
武
天

皇
の
昔
か
ら
高
貴
な
色
、神
を
象
徴
す
る
色

で
あ
っ
た
▼
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
見
て
驚
い
た
。
白
虎
と
月
輪
熊
だ
。
虎

は
、加
藤
清
正
公
の
虎
退
治
の
昔
か
ら
知
ら

れ
て
い
る
。
驚
い
た
の
は
月
輪
熊
で
、我
が

国
の
固
有
種
と
思
っ
て
い
た
▼
北
朝
鮮
で
は
、

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
直
前
に
軍
事
パ
レ
ー

ド
を
行
な
い
始
め
た
。
ミ
サ
イ
ル
実
験
で
近

隣
国
や
ア
メ
リ
カ
に
脅
威
を
持
た
せ
た
か

と
思
え
ば
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
南
北
合
同

チ
ー
ム
結
成
で
融
和
ム
ー
ド
を
作
る
。
こ
の

余
滴
掲
載
ま
で
の
間
、さ
ら
に
何
が
起
き
る

も
の
や
ら
。真
に
腹
黒
い
国
で
あ
る
。（
佐
）

末
社
大
神
宮
本
殿
遷
座
祭

沖
津
宮
仮
殿
遷
座
祭

東
京
宗
像
会
よ
り
絵
馬
奉
納

文
化
財
防
火
訓
練

沖
ノ
島
祭
祀

神
宝
館
だ
よ
り
・
春
季
大
祭
案
内

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・244５677
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沖
津
宮
末
社
　
大
神
宮
　
本
殿
遷
座
祭
　
式
次
第 

　

　
こ
れ
よ
り
仮
殿（
沖
津
宮
本
殿
）

　
斎
主
以
下
祭
員
拝
殿
所
定
の
座
に
著
く

　
修
祓

　
斎
主
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

　
斎
主
祝
詞
を
奏
す

　
斎
主
殿
内
に
参
入
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す（
絹
垣
を
張
る
）

　
遷
御（
此
の
間
警
蹕
）

　
こ
れ
よ
り
大
神
宮
　

　
入
御（
此
の
間
警
蹕
　
是
よ
り
先
　
絹
垣
を
張
る
）

　
斎
主
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間
諸
員
磬
折
）

　
斎
主
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

　
参
列
者
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
他
参
列
者
列
拝
）

　
斎
主
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

　
各
退
出

沖
津
宮
　
仮
殿
遷
座
祭
　
式
次
第
　

　
こ
れ
よ
り
沖
津
宮
本
殿

　
宮
司
以
下
祭
員
拝
殿
所
定
の
座
に
著
く

　
修
祓

　
宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

　
宮
司
祝
詞
を
奏
す

　
宮
司
殿
内
に
参
入
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す（
絹
垣
を
張
る
）

　
遷
御（
此
の
間
警
蹕
）

　
こ
れ
よ
り
仮
殿（
末
社
　
大
神
宮
）　

　
入
御（
此
の
間
警
蹕
　
是
よ
り
先
　
絹
垣
を
張
る
）

　
宮
司
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間
諸
員
磬
折
）

　
宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

　
参
列
者
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
他
参
列
者
列
拝
）

　
宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

　
各
退
出

修復を終へ、麗しく整えられた大神宮

3

末社大神宮本殿遷座祭・沖津宮仮殿遷座祭

去
る
二
月
二
十
一
日
、末
社
大
神
宮
本
殿
遷
座
祭

並
び
に
沖
津
宮
仮
殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

午
前
九
時
、
沖
ノ
島
勤
務
交
代
船「
宝
栄
丸
」に

葦
津
宮
司
以
下
七
名
の
神
職
が
乗
り
込
み
神
湊
を
出

港
。
一
同
沖
ノ
島
へ
到
着
後
、
直
ち
に
海
中
禊
を
済

ま
せ
、早
速
社
殿
へ
と
歩
を
進
め
た
。

先
ず
は
末
社
大
神
宮
本
殿
遷
座
祭
を
斎
行
。
大

神
宮
の
神
様
は
十
一
月
中
旬
か
ら
沖
津
宮
本
殿
を
仮

殿
と
し
て
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
て
い
た
が
、
三
ヶ
月

ぶ
り
の
御
還
座
と
な
っ
た
。

引
続
き
、沖
津
宮
仮
殿
遷
座
祭
を
斎
行
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
修
理
に
備
え
、修
復
を
終
え
た
末
社
大
神

宮
へ
遷
座
し
た
。
両
祭
典
と
も
に
神
社
関
係
者
の
み

の
限
ら
れ
た
人
員
に
よ
る
奉
仕
と
な
り
、静
寂
と
し

た
島
内
で
粛
々
と
祭
儀
は
進
め
ら
れ
た
。

現
在
の
沖
津
宮
社
殿
は
、昭
和
七
年
に
改
造
さ
れ

た
も
の
が
修
理
を
重
ね
今
に
至
っ
て
お
り
、
本
格
的

な
修
理
と
し
て
は
昭
和
三
十
九
年
以
来
と
な
る
。

末
社
大
神
宮
本
殿
遷
座
祭 

並
び
に 

沖
津
宮
仮
殿
遷
座
祭
斎
行
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絵馬奉納・文化財防火訓練

昨
年
七
月
九
日
に「
神
宿
る
島
」宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
、東
京
宗
像
会（
会
長
：
鍋
島
英
幸

氏
）よ
り
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
。

同
会
は
東
京
に
て
宗
像
大
社
の
み
な
ら
ず
、宗
像

を
応
援
す
る
会
と
し
て
二
年
前
に
発
足
し
た
。

奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
九
十㎝
×
一
二
〇㎝
の
大
き
さ

で
、樹
齢
三
〇
〇
年
を
超
え
る
天
然
の
木
曽
檜
が
使

わ
れ
て
い
る
。

絵
付
け
は
、伊
勢
の
神
宮
な
ど
に
も
絵
馬
を
奉
納

し
て
い
る
絵
馬
師
の
永
崎
ひ
ま
る
氏
で
、「
天
然
の
檜

に
絵
付
け
を
す
る
の
は
苦
戦
し
た
」「
宗
像
の
自
然

の
壮
大
さ
美
し
さ
を
表
現
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
」

ま
た「
絵
馬
師
と
し
て
宗
像
三
女
神
を
敬
う
気
持
ち

に
素
直
に
向
き
合
い
筆
を
進
め
、宗
像
大
社
の
御
祭

神
の
導
き
に
よ
り
、最
高
の
絵
馬
が
完
成
し
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。」と
語
っ
て
い
た
。

ま
た
絵
馬
の
裏
面
に
は
賛
同
者
約
一
〇
〇
の
名
前

が
書
家
の
坂
田
紅
陽
氏
に
よ
り
揮
毫
さ
れ
て
い
る
。

奉
納
式
は
昨
年
の
十
月
二
十
七
日
辺
津
宮
に
て
行

わ
れ
、鍋
島
会
長
以
下
二
十
名
が
参
列
し
正
式
参
拝

の
後
、儀
式
殿
に
て
葦
津
宮
司
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
っ
た
。

現
在
は
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
神

宝
館
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。

ま
た
、二
月
十
二
日
に
は
第
四
回
東
京
宗
像
会
が

東
京
大
神
宮
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
に
て
開
催
さ
れ
、葦
津
宮

司
が
講
演
を
し
、鍋
島
会
長
よ
り
絵
馬
奉
納
の
報
告
、

絵
馬
師
の
永
崎
ひ
ま
る
氏
は
絵
馬
製
作
の
裏
側
を
参

加
者
へ
語
っ
て
い
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
二
十
六
日
、
当
社
で

四
十
四
回
目
の
文
化
財
防
火
訓
練
が
、職
員
、宗
像

地
区
消
防
本
部
、宗
像
市
消
防
団
か
ら
約
百
二
十
名

参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

訓
練
は
第
二
駐
車
場
か
ら
出
火
の
想
定
で
開
始
さ

れ
、
巫
女
と
女
性
消
防
団
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や

消
防
車
に
よ
る
放
水
な
ど
、実
践
さ
な
が
ら
に
行
な

わ
れ
た
。

貴
重
な
御
社
殿
・
文
化
財
を
守
り
伝
え
る
た
め
、

職
員
の
防
火
意
識
を
高
め
る
良
き
訓
練
と
な
っ
た
。

東
京
宗
像
会
よ
り
特
大
絵
馬
奉
納

文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
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沖ノ島祭祀

宗
像
・
沖
ノ
島
の
祭
祀
は
、四
世
紀
後
半
、
巨
大

な
銅
鏡
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
品
々
を
捧
げ
て
始
ま
っ

た
。
こ
の
後
、神
へ
の
捧
げ
物
は
、時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
いっ
た
。

時
代
が
五
世
紀
に
な
る
と
、捧
げ
物
の
中
心
は
銅

鏡
か
ら
鉄
製
品
へ
と
変
化
し
た
。
そ
の
様
子
を
伝
え

る
の
が
、二
十
一
号
遺
跡
。
四
世
紀
後
半
の
遺
跡
の

南
側
、Ｆ
号
巨
岩
の
上
に
あ
る
遺
跡
だ
。
巨
岩
の
上

に
岩
を
並
べ
て
二・八
メ
ー
ト
ル
×
二・五
メ
ー
ト
ル
の

四
角
い
区
画
を
作
り
、そ
の
中
央
に
長
さ
一・一
メ
ー

ト
ル
、幅
八
〇
セ
ン
チ
、高
さ
五
〇
セ
ン
チ
の
岩
を
据

え
て
い
た
。
発
掘
調
査
で
は
、そ
の
区
画
内
か
ら
、

神
に
捧
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
品
々
が
集
中
し
て
出
土

し
た
。

こ
の
遺
跡
の
出
土
品
で
は
鉄
製
の
武
器
・
武
具
、

農
具
・
工
具
が
目
立
つ
。
武
器
・
武
具
に
は
、剣
が
十

本
以
上
、
刀
は
十
八
本
以
上
、
鏃
が
二
十
本
以
上
、

冑
が
一
点
あ
る
。
農
具
は
鎌
が
二
点
。工
具
に
は
刀
子

（
小
刀
）十
六
点
、
鉇

や
り
が
ん
な

三
点
、斧
七
点
、鋳
造
鉄
斧
二

点
が
あ
る
。ま
た
、神
祭
り
の
た
め
の
鉄
製
雛
形（
模

造
品
）の
刀
が
十
四
本
以
上
、斧
は
九
点
あ
る
。さ
ら

に
、鉄
の
延の

べ

板い
た「
鉄て

っ

鋌て
い

」六
枚
が
加
わ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、銅
鏡
は
、銅
鏡
の
破
片
が
四
点
、素
紋
鏡（
祭

祀
用
の
小
型
銅
鏡
）一
点
と
、四
世
紀
後
半
の
十
七

号
遺
跡
に
比
べ
る
と
極
端
に
数
は
少
な
い
。
五
世
紀
、

宗
像
の
神
へ
の
捧
げ
物
と
し
て
、
銅
鏡
に
替
わ
り
鉄

製
品
と
鉄
そ
の
も
の
が
、大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

な
ぜ
、
鉄
が
重
要
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
五
世
紀

当
時
の
日
本
列
島
の
状
況
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
鉄
は
、現
在
と
同
様
、人
々
の
生
活
・
生
産
、ま

た
は
戦
争
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
金
属
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、当
時
の
日
本
列
島
内
で
は
、ま
だ
独
自
に

鉄
を
生
産
で
き
ず
、朝
鮮
半
島
か
ら
輸
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
貴
重
品
だ
っ
た
。
こ
こ
に
現
在
と
異
な

る
鉄
の
意
味
が
あ
る
。

東
国
、千
葉
県
木
更
津
市
の
千
束
台
遺
跡
の
祭
祀

遺
構（
祭
り
の
痕
跡
）か
ら
は
、宗
像
・
沖
ノ
島
か
ら

出
土
し
た
も
の
と
同
じ
鉄
製
模
造
品
の
斧
を
始
め
、

ま
と
ま
っ
た
鉄
製
品
と
鉄
鋌
が
出
土
し
て
い
る
。
五

世
紀
、列
島
内
各
地
の
神
祭
り
の
場
で
鉄
製
品
や
鉄

そ
の
も
の
が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
。

五
世
紀
に
は
、日
本
列
島
へ
と
朝
鮮
半
島
か
ら
様
々

な
最
新
の
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
が
、

新
し
い
鉄
加
工
の
技
術
で
あ
り
、多
量
の
鉄
も
新
し

い
技
術
と
と
も
に
列
島
内
に
は
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
鉄
と
鉄
製
品
は
、
五
世
紀
当
時
の

最
新
技
術
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
神
へ
と
捧
げ
ら

れ
た
の
だ
。
特
に
多
く
の
鉄
製
品
を
捧
げ
た
五
世
紀

の
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀
は
、古
代
の
技
術
革
新「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

國
學
院
大
學  

神
道
文
化
学
部
教
授  

笹
生 

衛 ５

沖
ノ
島
祭
祀

― 
祭
り
と
鉄
と

古
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

―

21
号
遺
跡
鉄
鋌（
５
世
紀
）
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宗
像
市
田た

島し
ま

に
鎮
座
す
る
辺へ

津つ

宮ぐ
う

。
そ
の
社
殿
の

背
後
、南
南
西
に
あ
る
丘
陵
は
当
社
社
家
で
は
古
来

宗
像
三
神
降
臨
の
聖
地
と
伝
わ
る
。
南
側
の
高
い
方

の
丘
陵
を
上か

み

高た
か

宮み
や

、そ
の
北
側
に
連
な
る
一
段
低
い

丘
陵
を
下し

も

高た
か

宮み
や

と
い
う
。

上
高
宮
は
、江
戸
時
代
の
地
誌
類
に
、同
時
代
初

期
、石
筥（
石
棺
）と
鏡
や
太
刀
な
ど
が
発
見
さ
れ
た

と
の
記
録
が
あ
り
、大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）の
調

査
で
は
箱
式
石
棺
と
鏡
、銅
鏃
や
鉄
刀
な
ど
の
武
器
、

勾
玉
、蕨わ

ら
び

手て

刀と
う

子す

、短た
ん

甲こ
う

な
ど
豊
富
な
遺
物
が
確
認

さ
れ
、古
墳
時
代
中
期
頃
の
古
墳
と
し
て
知
ら
れ
る
。

下
高
宮
の
頂
上
は
約
三
百
坪
で
、上
高
宮
と
同
じ
く

小
祠
が
あ
っ
た
が
、延
宝
三
年（
一
六
七
五
）、福
岡

藩
主
黒く

ろ

田だ

光み
つ

之ゆ
き

が
当
社
摂
末
社
を
整
備
し
て
辺
津

宮
社
殿
を
囲
む
形
で
合
祀
し
た
際
、と
も
に
社
殿
の

そ
ば
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
畑
地
で
あ
っ
た
の
を

昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）に
宗
像
大
社
復
興
期
成

会
が
買
収
し
、戦
後
、当
社
に
奉
献
さ
れ
て
露
天
の

古
代
祭
祀
場
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
。
現
在
、高
宮
祭

場
と
し
て
知
ら
れ
、毎
月
一
日
と
十
五
日
に
月つ

き

次な
み

祭さ
い

を
斎
行
し
て
い
る
。

下
高
宮
の
丘
陵
上
の
台
地
か
ら
は
、大
量
の
須
恵

器
・
土
師
器
の
破
片
、滑か

っ

石せ
き

製
臼う

す

玉だ
ま

、土
製
丸
玉
が

出
土
し
て
お
り
、戦
後
、滑
石
製
人ひ

と

形が
た

二
点
、馬う

ま

形が
た

一
点
も
発
見
さ
れ
た
。さ
ら
に
下
高
宮
の
西
南
斜
面
、

医い

王お
う

院い
ん

の
裏
、俗
称
寺て

ら

下し
た

と
い
う
場
所
か
ら
二
カ
所

相
接
し
て
、滑
石
製
臼
玉
・
平
玉（
円
板
）各
数
千
点
、

須
恵
器
・
土
師
器
、鉄
片
と
と
も
に
滑
石
製
舟ふ

な

形が
た

三

点
が
出
土
し
て
い
る
。
下
高
宮
や
そ
の
付
近
で
発
見

さ
れ
た
滑
石
製
品
は
、沖
ノ
島
一
号
遺
跡
や
大
島
御み

嶽た
け

山さ
ん

遺
跡
出
土
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、八

世
紀
に
は
確
実
に
下
高
宮
で
祭
祀
が
行
わ
れ
た
、つ

ま
り
、宗
像
三
女
神
へ
の
祭
祀
が
沖
ノ
島
、大
島
、田

島
の
三
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
た
と
わ
かっ
て
い
る
。（
福
）

神
宝
館
だ
よ
り
11

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・造営日記

春
季
大
祭 

ご
案
内

一
年
に
一
度
、虫
干
し
を
兼
ね
て
宗
像
大
社
で

所
蔵
す
る
神
宝
や
古
文
書
を
一
般
公
開
し
て
い
た

「
保
存
会
」に
始
ま
る
お
祭
り
で
す
。
農
家
の
種
蒔

き
の
時
期
に
あ
た
り
、一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て

「
主
基
地
方
風
俗
舞
」と
地
元
中
学
生
に
よ
る「
浦

安
舞
」が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
ご
参
列
を
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

三
月
三
十
一
日（
土
）

　
十
七
時 

総
社
地
主
祭

　
十
八
時 

宵
宮
祭

四
月
一
日（
日
）

　
十
一
時 

春
季
大
祭（
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
奏
）

四
月
二
日（
月
） 

　
十
一
時 

春
季
総
社
祭（
浦
安
舞
奉
奏
）

　
引
続
き 

高
宮
祭
、第
二
宮
第
三
宮
祭

　 

宗
像
護
国
神
社
春
季
大
祭

医王院裏発見の滑石製舟形

下高宮発見の滑石製人形



半
袖
で
正
月
迎
へ
沖
縄
は
厚
着
で
過
ご
す
寒
き
宗
像	

秋
𠮷　
嘉
範

気
候
の
違
い
を
服
装
で
捉
え
た
作
者
。
対
比
を
際
立
た
せ
〈
半
袖
で
正
月
迎
え
る
沖
縄
と
帰
宅
し
厚
着
で
過
ご
す
宗
像
〉
と
し
て
は
。

高
々
と
夫
の
手
製
の
凧
あ
が
る
佑
と
手
た
た
き
ぬ
家う
ち

の
田
ん
ぼ
で	

山
本　
静
子

佑
さ
ん
は
お
孫
さ
ん
か
、
楽
し
い
家
族
の
時
間
が
見
え
る
。
三・四
句
〈
凧
上
が
り
～
手
た
た
く
〉
に
。

平
和
の
和
名
に
つ
け
ら
れ
し
宿
命
を
強
く
感
じ
て
生
き
て
ゆ
か
ね
ば	

佐
々
木
和
彦

北
朝
鮮
と
の
間
に
緊
張
が
増
し
た
り
、不
穏
な
空
気
が
あ
る
。今
こ
そ
平
和
の
大
切
さ
を
語
る
作
者
の
よ
う
な
人
が
必
要
だ
。

百
越
え
の
母
の
命
の
温
き
手
の
余
韻
の
ま
ま
に
家
路
を
た
ど
る	

北
野
カ
ズ
ミ

母
の
手
の
ぬ
く
も
り
に
安
ら
ぐ
作
者
。
初
～
三
句
〈
百
超
え
る
母
の
両
手
の
ぬ
く
も
り
の
〉
と
し
た
い
。

小
寒
が
あ
り
大
寒
が
あ
り
ま
し
て
め
で
た
し
芽
出
た
し
春
遠
か
ら
じ	

山
﨑　
公
俊

言
葉
を
く
り
か
え
す
リ
ズ
ム
が
面
白
い
。
初
句
～
三
句
を
〈
小
寒
を
過
ぎ
て
大
寒
と
な
り
ま
し
て
〉
と
。

通
勤
時
平
地
に
雪
降
り
右
折
す
る
ト
ラ
ッ
ク
と
の
車
間
を
長
く
と
り
た
り	

萩
原　
　
勉

雪
の
日
の
運
転
は
慎
重
に
。〈
右
折
す
る
ト
ラ
ッ
ク
と
の
車
間
長
く
と
る
平
地
に
雪
降
る
通
勤
時
間
〉。

元
旦
を
淡
き
色
も
つ
丸
薬
の
わ
が
手
に
あ
り
て
一
気
に
飲
み
下
す	

森　
　
龍
子

元
旦
の
祝
い
の
卓
で
も
薬
は
忘
れ
ら
れ
な
い
現
実
。〈
元
旦
の
祝
い
の
卓
で
色
淡
き
丸
薬
い
く
つ
一
気
に
の
み
ぬ
〉。

ゆ
っ
く
り
と
南
へ
動
く
雲
眺
め
空
は
暮
れ
ゆ
く
三
ヶ
日
か
な	

本
田
エ
リ
ナ

ゆ
っ
た
り
と
し
た
言
葉
の
運
び
が
良
い
。上
句
と
下
句
で
主
語
が
異
な
る
の
で
、空
に
し
三・四
句〈
雲
浮
か
べ
空
の
～
〉と
。

い
ま
ひ
と
つ
絞
り
た
り
な
い
布
巾
絞
り
姑
め
き
た
る
物
言
い
に
な
る	
吉
崎
美
沙
子

作
者
は
お
姑
さ
ん
の
立
場
で
口
に
し
た
言
葉
に
自
分
で
は
っ
と
し
て
い
る
の
だ
。
布
巾
の
具
体
が
良
い
。

鵲
は
尾
っ
ぽ
ふ
り
ふ
り
元
旦
の
庭
を
番
で
よ
ち
よ
ち
歩
く	

大
和
美
由
紀

庭
の
番
の
鵲
を
可
愛
く
思
う
作
者
。
二
句
は
少
し
子
供
っ
ぽ
い
の
で
尾
の
特
徴
を
入
れ〈
長
き
尾
ふ
り
つ
つ
〉な
ど
と
。

蔵
び
ら
き
し
た
る
酒
屋
に
杉
玉
の
い
ろ
青
々
し
匂
ひ
た
つ
ま
で

帰
り
き
て
石
の
さ
む
さ
の
キ
ッ
チ
ン
で
ま
づ
湯
を
沸
か
す
青
き
火
と
も
し

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
７
９
回

7

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
三
十
年
一
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

福
岡
市	

澤
田　
利
美

一
〇
、〇
〇
〇
円

足
立
区　
　

		

多
良	

直
也
・
美
穂

宇
佐
市	

松
尾　
裕
一

北
九
州
市	

土
谷　
ゆ
み

北
九
州
市	

赤
木　
慶
三

中
間
市	

森　
　
伸
介

宗
像
市	

ハ
ナ
ダ
写
真
館

五
、〇
〇
〇
円

諫
早
市	

川
内　
由
美

宇
都
宮
市	

河
野　
裕
子

遠
賀
郡	

出
水　
俊
男

糟
屋
郡	

安
川　
大
輔

川
崎
市	

髙
柳　
康
彦

北
九
州
市	

麻
生
奈
緒
美

北
九
州
市	

堀
江　
和
彦

古
賀
市	

梶
山　
　
豊

佐
倉
市	

松
田　
　
香

中
央
区	

小
原　
真
弥

福
岡
市	

松
本　
寿
一

松
戸
市	

番
場　
裕
之

宗
像
市	

﨑
本　
盛
親

四
、〇
〇
〇
円

北
九
州
市	

脇
山　
道
子

三
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

国
分　
一
美

大
阪
市	

福
地　
昭
義

別
府
市	

藤
田　
美
代

二
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

藤
田　
許
代

大
牟
田
市	

德
永　
里
實

尾
張
旭
市	

西
村　
和
子

春
日
市	

園
田
幸
市
郎

菊
池
郡	

佐
藤　
勝
洋

宝
塚
市	

兼
田　
裕
之

田
川
市	

大
野　
康
司

八
女
市	

鍋
田　
泉
男

度
会
郡	

奥
村　
俊
巳

裏
表
紙
の
写
真
：
奈な

良ら

三さ
ん
彩さ
い
小こ

壺つ
ぼ

　
奈
良
時
代
の
複
数
色
を
用
い
た
多

彩
釉
薬
器
を
奈
良
三
彩
と
い
う
。

　

沖
ノ
島
出
土
の
も
の
は
、
た
お
や

か
な
薬
壺
形
の
小
壺
で
、
蓋
五
点
、

身
十
二
点
と
点
数
が
多
く
、
大
和
朝

廷
の
強
い
崇
敬
を
表
象
す
る
。
国
家

祭
祀
の
た
め
に
中
央
で
焼
か
れ
て
配

布
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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３月 まつりごよみ
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昨
年
七
月
に
世
界
文
化
遺
産

登
録
の
決
定
を
見
て
、
海
外
か
ら
の
参
拝
が
目

立
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
▼
予
想
し
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
立
ち
入
り
禁
止
区

域
へ
の
侵
入
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
マ
ナ
ー
違
反

が
顕
著
で
あ
る
▼
「
人
の
振
り
み
て
我
が
振
り
な

お
せ
」
▼
神
社
は
神
域
に
一
歩
入
れ
ば
そ
こ
に
言

葉
は
要
ら
な
い
、
空
間
信
仰
の
場
で
も
あ
る
。
そ

れ
を
感
じ
る
か
ど
う
か
は
当
人
次
第
で
あ
る
が
、

も
う
少
し
心
を
静
か
に
ご
参
拝
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
▼
イ
コ
モ
ス
の
厳
し
い
勧
告
後
、
そ
れ
を
覆

す
作
業
は
困
難
を
極
め
た
こ
と
を
思
い
出
す
▼
日

本
人
の
精
神
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
神
道
…
▼
や
は

り
文
化
が
違
う
方
々
に
伝
え
る
こ
と
は
そ
う
容
易

で
は
な
い
と
感
じ
た
。	

（
黒
）

編
集
後
記

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、	
	 第二宮第三宮祭、宗像護国神社祭　
────────────────────
４日	 氏貞公墓前祭	 午前11時
	 於＝宗像市上八　氏貞公墓前
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
19日	 松尾神社祭	 午前11時
────────────────────
21日	 春季皇霊殿遙拝式	 午前10時
────────────────────
31日	 春季大祭宵宮祭	 午後	6	時
────────────────────
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